



本経営学部 ･国際経営学科は､既存の ｢経営学部｣ が社会の多様なニーズに対して十分に対応で
きていないという認識と反省のもとに､1989年4月､平塚新キャンパスに一学部-学科として設立






















































































































経営学部国際経営学科 入 学 手 続 者 数帰 広か田 社 公 推 附 袷 - AEコ
試験種別 国 学 AE 寡 薦 属 費 般 計
1991年度 12 26 124 15 26 242 445
1992年度 20 21 2 118 15 26 235 437
1993年度 19 15 3 116 10 48 324 535
1994年度 20 12 118 1 63 252 466
1995年度 17 20 1 109 72 253 472
1996年度 13 22 2 110 2 69 325 543
1997年度 14 13 1 105 I 48 332 514
1998年度 6 6 1 117 2 44 382 558
1999年度 9 10 1 111 67 286 484
2000年度 14 10 115 41 I 45 325 551


































































年 次 マネジメント 環 境 コミュニケーション 合 計
2年次 248 260 58 566
3年次 164 250 59 473
4年次 162 253 72 487
②教育課程の編成方法における学生の主体的学修への配慮の適切性､妥当性
【現状の説明】
本学部では､経営学に関する専門的知識 と幅広い教養を身につけた ｢国際人の育成｣ という教育
の基本理念 と目標を実現するために､次のようなカリキュラム編成を行っている｡すなわち､4年
間で学修すべき授業科目体系 (卒業要件 124単位)を､基本科目と専門科目に分け､基本科目を





スメント･テス トによって､到達度別クラス編成を行っていること､(勤 基礎演習､演習 Ⅰ､演習




タディ)を多 く開設 し､実際問題の解決能力を修得させること､等を特徴的方法 としてカリキュラ
ム編成を行っている｡
一万､ 2年次から3年次に進級する際に､一定の科目取得内容を満たした50単位を要件 とする進

































































































年度研修先大学 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999
復旦大学 7 19 15 14 24 21 24 16 12
ノースダコタ州立カレッジ 24 14 10 8 ll 16 17 13 非実施
カンザス大学 23 17 12 7 7 14 9 非実施 12
ビクトリア大学 8 17 15 31 35 29








オーストラリア (1) 19 20 22
オーストラリア (2) 7 6
オーストラリア (3) 2
ニュージーランド 10 4





(上段 :派遣者数 / 下段 :単位認定された学生数)
( )内は大学院生
年度協定大学 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999
カンザス大学 1 -1 20派遣中
ビクトリア大学 2 2 1 1 3 60 0 0 1 1 派遣中



















































































































































































年度対象年次 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998










































































































年 齢 30-3435-3940′-4445-4950/-5455-5960～6465.-69 合計
教 授 1 3 ll 2 5 4 8 34
助教授 1 2 6 4 13
















バ ドミントン ･コート14面として使用できるアリーナ､室内ジョギング ･コース､ トレーニング ･
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ルーム､剣道場､柔道場､卓球場､男女ロッカー室､男女シャワー室､体育館事務室､体育教授控
室､用具庫等がある｡ トレーニング ･ルームには筋力 トレーニングマシン12台､有酸素系 トレーニ
ングマシン14台 (エアロバイク11台､ トレッドミル3台)､体力測定用具8機種76台がある｡屋外



















































を繰 り返して行 く以外の有効な手だてはない｡学部内における絶えざる改革 ･改良を続行しながら､
全学への建設的な働きかけを持続しなければならない｡
9 学部 ･学科の自己点検 ･評価の組織体制
【現状の説明】
本学部は1989年4月に新しく開設された学部であり､これまで10年間の学部の歴史の中では､い
くつかの自己点検 ･評価につながる事業が行われてきた｡組織体制としては､常設の組織編成は行
われていないが､その都度それぞれの事業に応じて学部内の当該事業に関わる委員会や､学部教授
会から選任された臨時的な委員会がその任にあたってきた｡
1990年度より､学部専任教員と非常勤講師の略歴および研究活動等を記載した ｢経営学部数貞プ
ロフィール｣を作成し出版｡当初は学部内の ｢VAC委員会 (ValueAddedCampus)｣が担当し､
近年では ｢学部広報委員会｣が担当となり､2年毎に改訂版を出版 している｡
また1998年10月にはこれまでの学部のあゆみについて､多岐にわたる報告書をまとめた ｢経営学
部 10年の総括｣と題する白書を作成し､内外へ公表している｡
さらに1998年度からは年2回にわたって前期末 ･後期末に､学部共通の ｢授業評価アンケート｣
に基づ く ｢教員による授業自己評価｣を実施し､今年度も若干の内容に修正を加えて実施している｡
教員から提出された報告書については､学部として白書の形で刊行し､他学部教員および学生を含
めて内容を公開している｡
また､1999年度については経営学部在籍者全員を対象として､｢経営学部教育に関するアンケー
ト｣調査を実施し､その結果集計したものを仮綴じの形態で小冊子にまとめ､専任教員には配布し､
非常勤講師および学生には控え室や図書室の閲覧室に常備して､公開している｡この結果に関する
教員からのフィードバックとして､教員からの意見を求めて出版する計画が進行中である｡
【点検 ･評価 長所と問題点】
｢教員プロフィール｣は､教員の研究活動等の成果を社会に公表し､研究分野における自己点検 ･
評価につながる事業である｡また､｢10年の総括｣については専任教員中の約半数に上る25名の教
員の執筆による､全260ページに渡る報告書であり､基準協会の求める要件をも十分に満たす内容
である｡授業評価および学生へのアンケー トについては､正しく自己点検 ･評価に値する内容であ
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り､全学に先駆けた新しい取り組みと言える｡
問題点としては､未だ試行錯誤の段階であって内容的にはさらなる改善が必要である｡学部内に
常設の組織制度を編成 し､より良い点検 ･評価の方法を常に検討し改善を図る努力を行うべきであ
る｡
【将来の改善 ･改革に向けた方策】
特に ｢授業評価アンケート｣ については､学部内の教員のさらなる意識改革を求め､コンセンサ
スを醸成し､授業方法の改善に明確につながる方法を模索しなければならない｡そのためにも､学
部内に常設の委員会を設置し､制度として確立すべきであると思われる｡
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